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藏
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含
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變
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本
耍
錄
に
は
當
場
に
於
て
瀝
に
分
類
せ
る
ト
ド
マ
ツ
品
種
の
種
類
別
に
精
油
の
合
有
最
を
調
査 

し
、

併
せ
て
原
料
貯
藏
中
に
於
け
る
收
最
の
變
化
の
狀
態
を
實
驗
せ
る
結
果
を
記
せ
歩-
I〇
中
に 

は
尙
追
試
を
耍
す
る
も
の
あ
る
も
針
葉
汕
採
取
上
參
考
と
な
る
べ3

も
の
あ
る
を
以
て
不
取
敢 

騰
寫
に
代
へ
印
刷
に
付
す
る
事
と
せ
う
。

■

昭

和

十

九

年

十

二

月

帝
室
林
野
局
北
海
道
林
業
試
驗
場
長

林
學
博
士 

原

•
田 

泰



ト

ド

マ

ツ

枝
葉
の
精
油
含
量 

品
種
別
に
依
る
精
汕
含
最
の
差
異
並
收>

試
驗 

原
料
貯
藏
中
に
於
け
る
精
油
含
有
量
の
變
化

•

技

師

安 

倍 

愼

技

手

補

三 

旃 

誠

’
 

昭
和
十
八
年
四
月
九
、
十
、
十
一
の
三
日
間
に
涉
っ
て
、
札
幌
支
局
江
差
出
張
所
部
內
、
區
割
班
ニ
ニ
九
ノ
口
中
に
生
立
せ
る
ト
ド
マ
ツ
母
樹 

林
中
よ
り
品
種
別
に

An,
AJSI
B,
cl,
ce,
及
びE
の
六
本
を
伐
採
し
當
場
に
輸
送
し
、
各
品
械
間
に
於
け
る
精
油
含
量
を
比
較
せ
ん
と
し
て
本
實
驗
を
行 

っ
た
が
、
偶
々
從
來
報
吿
さ
れ
て
居
る
含

1!£
よ
り
も
遙
に
高
い
こ
と
を
知
っ
た
の
で
、
更
に
本
試
驗
結
果
を
針
葉
油
採
取
試
驗
の
豫
備
試
驗
人
と 

延
長
し
、
從
っ
て
伐
採
後
時
期
を
經
過
し
た
場
合
の
得
量
等
を
も
檢
す
る
事
と
し
た
。
水
分
の
定
£;:
は
各
個
に
就
て
平
行
に
行
ひ
得
な
か
っ
た
か 

ら
不
審
の
點
が
無
い
で
も
な
く
、
之
等
は
更
に
系
統
的
に
測
定
す
る
事
に
依
っ
て
確
・
得
る
事
と
信
す
る
。

精

油

定

量

法

植
物
揮
發
油
含
量
を
測
定
す
る
標
準
裝

ta
に
依
っ
て
測
定
し
た(

附
圖
其
ー)

。
即
ち
針
葉
又
は
小
枝
の
三
〇
乃
至
五
〇g
を
內
容
五
〇O

CC 

の
コ
ル
ペ
ン
內
に
採
り
、
蒸
溜
水
一
五
〇

CC
を
加
へ
、.
六
時
間
油
浴
中
に
一
三
〇
—

一
四
〇
度C
に
保
ち
、
精
油
を
溜
出
せ
し
め
、

一
夜
靜
酒
後 

油&

を
下
部
の
ビ
ュ
レ
ッ
ト
內
に
降
下
せ
し
め
て
並
を
讀
ん
だ
の
で
あ
る
。



第三表

第四表
トドマツ小枝の精油含量:(容弑％)

,,u稀・ヽ
5月上旬 5月下旬 平 均 顔位

B 3.40 3.37 3.39 n
E 3.93 4.00 3.97 I
An 2.10 3.67 2.89 V
A is 3.07 3.80 3.44 E
C] 2.63 3.13 2.88 VI
Co 3.47 3.20 3.34 17

平 均 3.10 3.53

トドマツ葉の精油獄(容積％)

泌㈣期 4月 
中句

4月 
下旬

5月 
中旬

5月 
上旬 平均 顺位

.B

E

An

A18
〇し

C2

平 均

3.98

3.18

2.88

2.38

3.16

2.40

3.00

4.22

3.98

2.68

3.63

3.22

3.94

3.36

3.24

4.16

4.46

.3.73

3.33

4.37

4.37

2.63

4.80

3.57

3.95

3.69

3.87

3.54

2.88

4.04

3.48

n
VI
VI
i
V

以
上
の
则
定
結
果
を
菊
礎
と
し
て
水
分
を
者
慮
せ
ざ
る
生
閥
ー 〇

〇

 g
中
の
精
油
含
量
一
の
容
積
百
分
率
を
算
出
す
れ
ば
第
三
表
夭
び
第
四
表
の 

如
く
で
あ
る
。

又
水
分
含
員
は
本
試
驗
終
了
後
六
月
八
日
、G
ーの
葉
に
就
て
測
定
を
行
っ
た
處
七•

五
笔
あ
り
、
 

又
新
鮮
な
針
葉
に
就
て
の
結
果
は
五
五
・
 

三％

で
あ
っ
た
。
之
は
本
年
新
た
に
芽
出
し
た
黃
綠
色
の
幼
葉
で
は
な
く
、
深
綠
色
を
し
た
昨
年
度
の
も
の
を
採
取
後
直
ち
に
供
試
し
た
も
の
で 

あ
る
。

考 

察 

, 

以
上
の
結
果
に
就
て
見
る
と
、
先
づ
ト
ド
マ
ツ
の
針
葉
に
於
て
は
容
積
百
分
率
に
し
て
生
體
中
二•

二
八
—
三
・九
八％

、
平
均
三•

〇
〇％

の 

• 

三

第一表
トドマツ葉の輸油含量

や 

品※

5 0g 
爾［油測定

50g 50g 30g
精油 
含杭

測定 
月日

精油,測定 精油 
含量

測定 
日月含量 月日 含景 月日

B
(cc)

1.99
n n
4.16

(CC)
2.11

n n
4.22

(cc)
1.61

n n
5.10

.(CC)
1.00

n n
5.31

E 1.59 4.17 1.99 4.23 1.97 5.11 1.31 6.1

An 1.44 4.18 1.68 5.13 1.31 6. 2

A)8 、1.19 4.19 1.34 4.27 1.62 5.14 0.97 6. 3

Cl 1.58 4.20 2.08 5.17 1.44 6. 4

C2 1.20 4.21 2.23 5.18 1.07 6. 7

第 二 表
トドマツ小枝の精沛含:!5

精油含fit |測定月日 精油含衆|測定月日

B
(cc) 

1.02
月n
5.1

(cc)
1.01

月H
5.21

E 1.18 5. 3 1.20 5.22

An 0.63 5. 4 1.10 5.24

A18 0.92 5. 5 1.14 5.26

Ci .0.79 5. 6 0.94 5.27

Co 1.04 5. 7 0.96 5.28

二

水

分

定

量

法

大
島
式
水
分
定
量
裝
置
に
依
り
上
記
試
料
の
二o
g

を
採
り
、
之
に
二
〇O

CC
の
ト
ル
オ
ー
ル
を
加
へ
一
時
間
半
蒸
溜
を 

行
ひ
、
滞
辫
と
な 

た
る
後
之
の
水
分
量
を
讀
み
と
っ
た(

附
圖
共
二)

。

實

驗

結

果

精
油
含
量
の
測
定
結
果
は
第
一
表
及
び
第
二
表
の
如
く
で
あ
る
。



四 

精
油
を
比
較
的
新
鮮
な
場
合
に
含
有
し
て
居
る
が
、
此
の
數
値
は
時
期
の
經
過
す
る
に
從
っ
て
漸
次
上
昇
の
傾
向
を
採
る
事
が
認
め
ら
れ
、
原
料 

採
取
後
ニ
ケ
月
に
到
れ
ば
共
の
荣
は
三•

三
三I
四•

八
〇％

平
均
、
三
・
丸
五％

に
逹
す
る
の
を
知
る
も
の
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
水
分
を
考
慮
し 

て
無
水
物
に
換
算
す
る
と
採
取
の
初
期
と
試
驗
し
た
範
圍
內
の
末
期
と
で
は
大
差
が
あ
る
事
と
な
ら
う
。
即
ち
原
葉
の
水
分
は
室
溫
に
放̂

す
る 

事
約
ニ
ケ
月
に
し
て
共
の
八
五％

を
失
っ
て
居
る
か
ら
、
精
油
に
於
け
る
ー
—
二％

の
増
加
等
は
問
題
で
な
く
な
っ
て
居
る
。 

然
し
乍
ら
實
地
に
當
っ
て
針
葉
油
を
採
取
す
る
に
は
供
試
さ
れ
る
も
の
が
生
懼
で
お
る
か
ら
水
分
を
考
慮
に
入
れ
る
必
要
は
無
く
、
單
に
第
一 

表
乃
至
第
四
表
に
至
る
數M
が
必
要
で
あ
る
の
み
で
あ
る
。
之
と
て
も

ill
に
嚴
密
に
は
原
料
を
充
塡
す
る
釜
の
溶
祐
が

一
定
な
る
以
上
、
原
料
の 

幾
瓦
が
何
の
程
度
の
容
析
を
占
む
る
か.
ヾ
問
題
に
な
っ
て
來
る
。
此
の
問
題
は
暫
ら
く
を
い
て
、 

先
づ
品
種
間
に
於
け
る
生
葉
の
精
油
含
址
を
見 

る
と
前
表
に
明
か
な
如
く
、
同
時
に
採
集
し
て
日
を
異
に
し
て
定
荒
し
た
の
で
は
判
然
す
る
事
が
不
可
能
で
あ
る
。
水
分
や
精
汕
の
蒸
散
が
一
樣 

の
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
測
定
の
順
序
を
變

へ
ず
に
居
る
か
ら
、
或
一
定
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
て
良
い
と
考
へ
た
が
、
實
驗
の
結
果
を
通
覧
す
る
と 

斯
か
る
傾
向
は
全
く
認
め
ら
れ
な
い
。
僅
か
に
第
二
囘
目
、
四
月
下
旬
の
も
の
が
初
囘
询
ち
第
一
囘
目
と
較
べ
て
増

it
し
つ
ゝ
も
同
一
の
傾
向
が 

あ
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
五
月
中
旬
、
六
月
上
旬
と
な
り
漸
次
増:
■!::
を
し
て
居
る
が
一
定
の
傾
向
は
認
め
ら
れ
ず
、
唯
參
考
の
爲
各
期
の
も
の
ゝ
平 

均
を
採
っ
て
順
位
を
定
む
れ
ぱ
第
三
表
の
如
く
で
あ
る
。
尤
も
試
料
の
採
取
に
當
っ
て
は
各
枝
の
一
部
宛
か
ら
葉
を
採
っ
て
行
っ
た
か
ら
、
各
枝 

每
に
含
策
が
異
る
も
の
で
あ
れ
ば
此
の
方
法
が
不
備
の
事
と
な
り
、
之
を
精
細
に
吟
味
す
る
事
は
又
極
め
て
困
難
な
事
で
も
あ
る?
 

第
四
表
に
は
小
枝
の
精
油
含
:!K
百
分
率
を
示
し
て
居
る
が
、
葉
の
場
合
と
異
っ
て
唯
一
例
を
除
く
外
は
全
部
後
期
に
蛤
址
を
し
て
居
る
。
採
取 

後
相
當
期
間
の
貯
蔵
を
待
っ
て
蒸
溜
す
る
が
の
有
利
な
事
を
生
葉
と
同
様
に
示
し
て
居
る
。 

上
述
の
各
表
を
通
覧
し
て
、
此
の
結
架
を
以
っ
て
品
？'

r>
間
の
差
異
を
結
論
す
る
事
は
正
當
で
な
い
事
は
明
か
で
あ
る
が!

新
鮮
な
る
葉
又 

は
枝
を
採
っ
て
水
分
含
虽
を
測
定
す
る
と
共
に
平
行
し
て
精
油
含
前
を
比
較
し
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
——

葉
に
於
け
る
含
並
と
枝
に
於
け 

る
含
並
に
一
見
し
て
一
定
の
關
係
の
な
い
爭
が
大
閤
知
ら
れ
る
。
即
ち
最
も
近
似
せ
る
も
の
と
あ
へ
ら
れ
る
初
期
の
測
定
結
果
を
品
種
別
に
含
量 

の
順
に
排
列
す
る
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

生

^

B
V
E

 V C
I
V  A
l
l
v  C
2
V  A
*

小 

枝 

E
V
C
2
V
B

 V
A
l
s
v
c
l
v
A
l
f

即
ち
大
體
に
於
て
品
種B
及
びE
が
比
較
的
精
油
含
站
に
富
みA
は
少
い
傾
向
が
あ
る
と
云
へ
よ
う
。
時
日
を
經
過
す
る
と
變
化
の
傾
向
は
認 

め
ら
れ
る
が
、
第
三
、
第
四
兩
表
の
順
位
に
示
さ
れ
る
如
く B
、E
は
明
か
に
高
位
を
占
め
て
居
る
。 

四
月
上
旬
に
採
取
し
た
生
葉
中
の・精
油
含
站
を
中
旬
に
測
定
し
た
平
均
値
は
丁
度
三％

で
あ
る
が
、
該
含
右
前
は
下
旬
に
到
れ
ば
平
均
三
・
六 

三％

と
上
-}

I'-
し
、
 

超
へ
て
五
月
屮
旬
に
は
三•

七
三％

、
六
月
上
旬
・に
は
三
・
九
一
九％

に
到
達
し
て
居
る
。
六
品
種
の
う
ち
四％

を
超
過
す
る
に 

到
っ
た
も
の
牛
數
で
址
高
は
四•

八
〇％

の
多
き
に
達
し
て
居
る
。
小
枝
の
精
油
含
量
も
五
月
上
句
に
測
定
し
た
も
の'

平
均
は
三• 

ー
〇％

、
 

下
旬
に
測
定
し
た
も
の
は
三
・
五
三％

と
之
も
亦
上
昇
を
示
し
て
居
る
。
然
し
之
等
の
結
果
か
ら
小
枝
生
懼
中
の
含
推
は
生
葉
中
の
夫
れ
に
比
し 

て
大
差
な
い
乍
ら
も
幾
分
少
な
い
事
が
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
即
ち
四
月
中
旬
に
測
定
し
た
な
ら
ば
恐
ら
く
二％

台
で
あ
る
事
が
豫
想
せ
ら 

れ
る
譯
で
あ
る
。
然
し
乍
ら
水
分
を
考
慮
に
入
れ
る
と
恐
ら
く
葉
の
含
並
よ
り
も
増
大
す
る
事
が
考
へ
ら
れ
小
枝
も
亦
當
然
重
要
な
原
料
で
あ
る 

事
が
判
る
。

今
假
り
に
針
葉
生
懼
中
に
五
〇％

の
水
分
が
含
有
せ
ら
れ
て
居
る
と
假
定
す
れ
ば
、
生
葉
三％

の
精
汕
含
觉
は
無
水
物
中
に
換
算
す
れ
ば
六％
 

と
な
る
。
然
し
て
六
月
上
旬
に
到
っ
て
生
葉
中
四％

の
含
量
は
無
水
物
中
如
何
な
る
割
合
に
な
る
か
と
云
ふ
と
、
假
に
水
分
が
ー
〇％

と
す
れ
ば 

精
々
四
・
五％

に
し
か
な
っ
て
居
な
い
。
即
ち
無
水
物
中
で
は
明
か
に
二
五％

の
減
少
で
あ
る
。
但
し
實
際
之
が
工
業
化
を
企
て
る
場
合
に
於
て 

は
水
分
含
並
は
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
筈
で
あ
り
、
要
は
一
定
量
の
原
料
か
ら
得
ら
れ
る
量
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
敢
て
時
期
を
經
過 

せ
し
め
種
々
の
關
係
に
於
て
増
收
が
期
待
さ
れ
る
譯
で
あ
る
。

摘 

要

昭
和
十
八
年
四
月
上
旬
江
差
出
張
所
部
內
に
於
て
採
取
し
た
ト
ド
マ
ツ
の
生
葉
及
び
小
枝
に
就
て
精
油
含
量
を
測
定
し
、
品
種
間
の
差
を
檢
す 

る
と
共
に
針
葉
油
採
取
上
或
程
度
の
指
針
を
得
ん
と
し
た
。
之
が
結
果
を
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

• 

五



亠ハ 

ー
、
比
較
的
新
鮮
な
生
葉
は
二•

五
—
四％

、
平
均
三％

の
精
油
を
含
有
し
て
居
る
が
時
期
を
經
過
す
る
に
從
っ
て
次
第
に
比
較
含
並
を
增
大 

し
約
ニ
ケ
月
に
し
て
四％

に
達
す
る
。
從
來
針
葉
油
の
收
蛍
と
し
て
報
吿
さ
れ
た
ー％

に
比
較
し
て
頗
る
顯
著
な
差
と
云
ふ
事
が
出
來
る
〇

二
、 

小
枝
の
部
分
も
先
端
に
近S

二
〇E

位
の
個
處
で
は
相
當>

の
精
油
含
££
を
示
し
、
採
取
後
一
ヶ
月
以
上
を
經
過
せ
し
む
れ
ば
之
の
含
域 

を
三
・
五％

に
達
せ
し
め
る
事
が
出
來
る
。

三
、 
小
枝
の
精
油
含
員
は
無
水
物
百
分
率
に
換
算
す
れ
ば
葉
に
於
け
る
夫
れ
よ
り
も
大
の
如
く
で
あ
る
。

四
、 

新
鮮
な
生
葉
は
五
五％

に
達
す
る
水
分
を
含
有
す
る
が
約
ー
一
ヶ
月
の
貯
藏
に
依
っ
て
一
〇％

以
下
に
減
少
す
る
。
精
油
の
圾
も
幾
分
減
少 

す
る
け
れ
ど&

風
乾
物
中
の
百
分
率
は
著
し
く
増
大
す
る
か
ら
、
針
葉
油
の
採
集
に
は
矢
張
り
或
程
度
貯
藏
し
た
方
が
得
策
で
あ
る
事
が
推
定
さ 

れ
た
。少
く
と
も
一
旦
採
集
し
た
針
集
を
早
急
に
處
理
す
る
必
要
は
絕
對
に
認
め
ら
れ
な
い
。

五
、 

品
種
的
にB
、E
に
比
較
的
多
く A
の
種
類
に
少
な
き
を
認
め
た
が
、
之
の
判
然
た
る
結
瞳
は
勿
齢
含
水>

を
同
時
に
測
定
し
て
同
一
の 

條
件
下
に
置
い
て
求
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

六
、 
從
來
の
針
葉
油
收
得
量
の
著
し
く
低
い
の
は
蒸
氣
壓
と
原
料
の>

と
の
割
合
が
適
疋
を
缺
い
て
居
る
點
に
あ
る
と
考
へ
ら
れ
た
。

附
圖
其

ー

附
圖
其
二


